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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアル内容 

本マニュアルは、ユーザーが Gowin Beamforming Filter IP を使いこなせ

るよう、その概要、機能、ポート、タイミング、構成と呼び出し、およびリ

ファレンスデザインなどについて説明します。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターの公式Webサイト www.gowinsemi.com/ja か

ら、以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

 GW2Aシリーズ FPGA製品データシート（DS102） 

 GW2ARシリーズ FPGA製品データシート(DS226) 

 GW2ANRシリーズ FPGA製品データシート(DS961) 

 Gowinソフトウェア ユーザーガイド（SUG100） 

1.3 用語、略語 

表 1-1に、本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を示しま

す。 

https://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS102J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS226J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS961J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

IP Intellectual Property 設計資産 

BSRAM Block Static Random Access Memory 
ブロック・スタティック

RAM 

DSP Digital Signal Processing デジタル信号処理 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供しています。

使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わせくださ

い。 

Webサイト：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2概要 

2.1 Gowin Beamforming IP の紹介 

Gowin Beamforming IP は、マイクアレイデータの処理、音源の特定、環

境ノイズからの音声情報の抽出に使用されます。 

表 2-1 Gowin Beamforming IPの概要 

Gowin Beamforming IP 

IPコアの適用 

ロジックリソース 表 3-1参照 

提供されるファイル 

設計ファイル Verilog (暗号化) 

テストおよび設計フロー 

合成ソフトウェア Synplify Pro/GowinSynthesis 

統合開発環境 Gowinソフトウェア 
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2.2 Beamforming アルゴリズムの概要 

図 2-1 Gowin Beamformingの概略図 

 

 

Beamforming（ビームフォーミング）は、さまざまな距離のマイクロフ

ォンアレイを使用して音源を特定した後、さまざまな方向のマイクロフォン

に対して重み処理を実行して、他の方向の信号を減衰させ、目的の方向の信

号を取得します。その計算式は次のとおりです。 

y(𝑓) =∑𝑤𝑖
𝐻(𝑓)𝑥𝑖(𝑓)

𝑁

𝑖=1
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3機能及び性能 

3.1 主な機能 

 音源方向特定 

 ビームフォーミング 

3.2 最大周波数 

Gowin Beamforming IP の最大周波数は、使用されるデバイスとそのスピ

ードグレードによって異なります。例えば、GW2A-55デバイスの場合、最

大周波数は 80MHzとなります。 

3.3 リソース使用率 

Gowin Beamforming IP を Verilogで実装します。パフォーマンスとリソ

ース使用率は、使用されている合成ツール、デバイスの集積度とスピードグ

レード、および IPのモードによって異なる場合があります。 

例えば、GW2A-55デバイスの場合、この IP（デフォルトの構成）のリソ

ース使用率は表 3-1のようになります。他の GOWIN FPGAでのアプリケー

ション検証については、これからの最新情報を参照してください。 

表 3-1 Gowin Beamforming IPのリソース使用率 

シリーズ 
スピード

グレード 
リソース使用率 備考 

GW2A-55 C8/I7 

Logic 6044 

- 

Register 8104 

BSRAM 7 

DSP 
MULT18X18 4 

MULTADDALU18X18 4 
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4機能の説明 

Gowin Beamforming IP の IOポートを図 4-1に示します。 

図 4-1 Gowin Beamforming IPのポート図 

Beamforming

clk

rstn

ce

start

VAD

ibstart

inpvalid

din

dout_ready

outvalid

dout

dir

din_ready

 

 

Gowin Beamforming IP の IOポートの詳細を表 4-1に示します。 



4 機能の説明  

 

IPUG764-1.0J 7(12) 

 

表 4-1 Gowin Beamforming IPの IOポート一覧 

信号 方向 説明 

clk 入力 クロック 

rstn 入力 リセット、アクティブ Low 

ce 入力 イネーブル信号 

start 入力 方向特定の開始信号 

VAD 入力 有効な音声信号 

ibstart 入力 チャネル開始信号（または同期信号） 

inpvalid 入力 入力データ有効信号 

din 入力 入力データ、ビット幅は 18 

dout_ready 入力 データ出力準備完了 

outvalid 出力 出力データ有効信号 

dout 出力 出力データ、ビット幅は 18 

dir 出力 方向信号、ビット幅は 8。8方向を指し

ます 

8’b0000_0000:処理中 

8’b0000_0001: 0° 

8’b0000_0010: 45° 

8’b0000_0100: 90° 

8’b0000_1000: 135° 

8’b0001_0000: 180° 

8’b0010_0000: 225° 

8’b0100_0000: 270° 

8’b1000_0000: 315° 

8’b1111_1111:方向が特定されません 

din_ready 出力 データ入力準備完了 
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5タイミングの説明 

Gowin Beamforming IP のタイミングを図 5-1に示します。 

図 5-1 Beamformingのタイミング図 

 

方向特定の際、Highレベルの VADは音声信号が有効であることを示しま

す。一定期間後、音源方向を特定できます。1サイクルの Highレベル start

信号を検出すると、IPは方向を再特定します。 

データはチャネル 1～チャネル 8に順番に入力されます。有効な inpvalid

は、入力データが有効であることを示します。ibstartが各入力の最初のチャ

ネルを指します。遅延後、Highレベルの dout_readyは、ダウンストリーム

モジュールがデータを受信する準備ができていることを示します。この場合、

データが出力されます。 

din_ready（出力）と dout_ready（入力）はハンドシェイク信号です。High

レベルの din_readyは、アップストリームモジュールからのデータを受信す

 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20 

din00 ... din07 din10 din17 din20...

beam scanning
filter & output

8'b0000_0010(90 degree)

dout0 dout1 dout2 dout3 dout4 dout5

clk

ce

rstn

start

VAD

din_ready

inpvalid

ibstart

din

dir

outvalid

dout

dout_ready
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る準備ができていることを示します。これは通常、アップストリームモジュ

ールの dout_readyに接続されます。High レベルの dout_readyは、IPのダ

ウンストリームモジュールが IPの出力データを受信する準備ができている

ことを示します。これは通常、ダウンストリームモジュールの din_readyに

接続されます。 

注記： 

タイミング図では、din00 は最初のチャネルの最初のデータを表し、din10は最初のチャネ

ルの 2番目のデータを表し、din17は 8番目のチャネルの 2番目のデータを表します。 
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6呼び出しと構成 

6.1 IP の呼び出し 

Gowinソフトウェア GUIのメニューバー > Tools > IP Core Generatorを

使用して Gowin Beamforming IP を呼び出し・構成できます。または、図

6-1に示すように Gowin Beamforming IP の構成 GUIを開きます。 

図 6-1 Gowin Beamforming IPの呼び出し 

 

6.2 構成 GUI 

Gowin Beamforming IP の構成 GUIは図 6-2に示すとおりです。 



6 呼び出しと構成 6.2 構成 GUI 
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図 6-2 Gowin Beamforming IPの構成 GUI 

 

 

このマニュアルでは、GW2A-55デバイス GW2A-LV55PG484C8/I7 パー

ツ番号を例に説明します。 

 Create Inオプションでは IPコアのフォルダーのパスが入力されます。

このパスは変更可能です。 

 File Name オプションでは、生成される IPファイルのファイル名が

入力されます。File Nameは変更可能です。 

 Module Name オプションでは、生成される IPモジュールのモジュー

ル名が入力されます。Module Name は変更可能です。
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7リファレンスデザイン 

RefDesign から、そのリファレンスデザインがダウンロード、参考できま

す： 

https://www.gowinsemi.com/ja/support/ip_detail/81/
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